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　４月22日、全労連は介護労働実態調査の結
果を発表しました。施設（通所・入所）・居
宅介護支援事業所に勤める3920人の回答で
は、「やめたい」と思う人が64.5％（「いつ
も」10.8％、「ときどき」53.7％）に。５年

前に実施した調査での57.3％（「いつも」8.7
％、「ときどき」48.6％）と比べ、7.2ポイン
トも悪化しました。NHKや日本テレビなど
で報道されました。政治の責任による大幅な
職員の増員と賃金の改善が急務です。

５年前に比べて７ポイント悪化 ３人に２人が「やめたい」と思う

い
ま
す
。

野
党
の
処
遇
改
善
法
案

野
党
の
処
遇
改
善
法
案

与
党
は
審
議
せ
ず

与
党
は
審
議
せ
ず

　

安
倍
政
権
は
福
祉
職
員
を

対
象
に
し
た
不
十
分
な
処
遇

改
善
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し

た
。野
党
は
昨
年
・
今
年
と
、

保
育
士
等
の
賃
金
を
月
５
万

円
、
介
護
・
障
害
分
野
の
職

員
の
賃
金
を
月
１
万
円
、
全

額
公
費
で
底
上
げ
す
る
法
案

を
提
出
し
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
与
党
は
審
議
さ
え
拒
否

し
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
の

政
府
の
処
遇
改
善
策
は
４
月

か
ら
保
育
士
等
に
は
月
３
０

０
０
円
程
度
で
す
。
10
月
か

ら
消
費
税
増
税
を
財
源
に
介

護
・
障
害
分
野
で
月
最
大
８

万
円
の
処
遇
改
善
策
を
お
こ

な
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

「
勤
続
10
年
以
上
」
は
あ
く

ま
で
目
安
で
対
象
と
条
件
が

限
定
さ
れ
て
お
り
、
職
員
一

人
あ
た
り
に
す
る
と
月
９
０

０
０
円
と
規
模
が
小
さ
い

上
、
介
護
保
険
の
利
用
料
の

引
き
上
げ
に
つ
な
が
り
ま

す
。
憲
法
や
消
費
税
、
私
た

ち
の
処
遇
改
善
を
め
ぐ
っ
て

も
、
対
立
軸
は
明
確
で
す
。

2020
代
の
投
票
率
は

代
の
投
票
率
は

6060
代
の
半
分　

代
の
半
分　

投
票
に
行
こ
う

投
票
に
行
こ
う

　

３
年
前
の
参
議
院
選
挙
の

投
票
率
は
54
・
７
％
で
、
年

代
別
に
み
る
と
、
最
も
低
い

20
代
は
35
・
６
％
と
、
最
も

高
い
60
代
（
70

・
07
％
）
の
約

半
数
で
し
た
。

30
代
も
全
体
よ

り
10
ポ
イ
ン
ト

以
上
低
い
42
・

24
％
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

時
間
が
な
く

ら
れ
、
得
票
順
で
候
補
者
が

当
選
し
ま
す
。

3232
の
１
人
区
で

の
１
人
区
で

野
党
が
候
補
者
を
統
一

野
党
が
候
補
者
を
統
一

　

立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主

党
、
日
本
共
産
党
、
衆
院
会

派
「
社
会
保
障
を
立
て
直
す

国
民
会
議
」、
社
会
民
主
党

の
５
野
党
・
会
派
は
、
選
挙

区
の
32
あ
る
１
人
区
で
候
補

者
を
統
一
し
、
対
決
姿
勢
を

強
め
て
い
ま
す
。
安
倍
９
条

改
憲
阻
止
、
安
保
法
制
の
廃

止
、
消
費
税
10
％
増
税
中

止
、
最
低
賃
金
１
５
０
０
円

を
め
ざ
す
な
ど
、
市
民
連
合

と
結
ん
だ
13
項
目
の
共
通
政

策
の
実
現
に
む
け
、
与
党
を

少
数
に
追
い
込
も
う
と
し
て

参
議
院
は
選
挙
区
と

参
議
院
は
選
挙
区
と

比
例
代
表
で
各
１
票

比
例
代
表
で
各
１
票

　

参
議
院
選
挙
は
任
期
６
年

で
３
年
ご
と
に
半
数
が
改
選

と
な
り
ま
す
。
選
挙
区
と
比

例
代
表
で
各
１
票
で
す
。
改

選
と
な
る
選
挙
区
の
定
数
は

全
体
で
73
人
、
都
道
府
県
を

基
本
（
鳥
取
・
島
根
、
徳
島

・
高
知
は
合
区
）
に
、
各
１

〜
６
人
が
当
選
し
ま
す
。
比

例
代
表
は
定
数
48
人
で
、
全

国
を
単
位
に
し
て
政
党
名
か

候
補
者
名
を
書
く
し
く
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
比
例
代
表

で
政
党
名
で
な
く
候
補
者
名

を
記
入
し
た
場
合
も
所
属
政

党
の
票
と
な
り
、
得
票
の
割

合
で
政
党
に
議
席
が
割
り
振

　

今
回
の
10
連
休

中
に
、
普
段
な
か

な
か
会
え
な
い
友

人
に
会
っ
た
。
友

人
は
４
月
か
ら
、

大
好
き
な
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
近
く
の
民
間
保

育
園
へ
転
職
し
、
保
育
士
を
し

て
い
る
。
３
月
ま
で
７
年
間
働

い
て
い
た
地
元
の
公
立
保
育
園

と
は
真
逆
の
職
場
環
境
で
、「
定

時
を
過
ぎ
て
職
場
に
い
る
と
、

『
早
く
帰
り
な
』
っ
て
園
長
か

ら
す
ご
く
言
わ
れ
る
」「『
休
憩

も
１
時
間
ち
ゃ
ん
と
取
っ
て
』

っ
て
言
わ
れ
た
け
ど
、
１
時
間

も
何
を
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
。
長
す
ぎ
だ
よ
ね
」
な
ど

と
、
と
て
も
違
和
感
が
あ
る
様

子
だ
っ
た
。「
や
っ
ぱ
り
転
職

失
敗
だ
っ
た
か
な
ぁ
…
」
と
こ

ぼ
し
て
い
た
け
ど
、
き
ち
ん
と

し
て
い
る
職
場
だ
と
思
う
。

　

長
く
そ
の
環
境
の
中
に
い
る

と
、
そ
こ
で
の
働
き
方
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
し
ま
う
。
わ
た

し
も
、
未
払
い
残
業
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

働
い
た
こ
と
を
、
な
か
っ
た
こ

と
に
さ
せ
な
い
で
、
き
ち
ん
と

申
請
し
た
い
。
で
も
、
そ
の
一

歩
が
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な
い

も
ど
か
し
い
日
々
。
仲
間
と
と

も
に
、
風
通
し
の
よ
い
職
場
づ

く
り
を
が
ん
ば
り
た
い
な
。

 

（
越
須
賀
）

高宮信一･作
やることやらないで

　

７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

６
月
26
日
の
国
会
閉
会
後
、
７
月
４
日
公
示
・
21
日
投
票

の
日
程
が
有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
議
院
は
解
散
が
な

く
、
２
０
２
５
年
ま
で
６
年
間
の
任
期
で
、
私
た
ち
が
代

表
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
首
相
が
衆
議
院
を

解
散
し
て
参
議
院
と
の
ダ
ブ
ル
選
挙
に
持
ち
込
む
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
私
た
ち
の
未
来
を
選

ぶ
重
要
な
選
挙
に
な
り
ま
す
。

７月７月にはには参議院選挙参議院選挙

て
投
票
に
行
け
な
い
と
い
う

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
投
票
日
当
日
に
行
く
方

法
以
外
に
、
期
日
前
投
票
が

定
着
し
つ
つ
あ
り
、
手
続
き

も
簡
単
で
す
。

　

消
費
税
や
私
た
ち
の
処
遇

改
善
な
ど
、
政
治
の
動
向
が

生
活
や
仕
事
に
直
結
す
る
状

況
で
す
。
政
治
や
選
挙
は
難

し
く
遠
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
と
の
関
係

を
語
り
あ
い
、
政
策
や
実
績

を
見
極
め
て
選
挙
に
行
こ
う

と
よ
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

過去３回の参議院選挙の投票率

20％

40％

60％

80％

20代60代全体

2016年2013年2010年

75.93

67.56 70.07

57.92

36.17

52.61

33.37

54.70

35.60

投
票
に
行
か
な
い
の
は

今
の
ま
ま
で
イ
イ
っ
て

 

こ
と
だ
ゼ
！



②なかま③ 福祉の

　憲法記念日の５月３日、東京臨海広域防災
公園で「平和といのちと人権を！５・３憲法
集会」が開催され、昨年を上回る６万5000人
が参加。作詞家の湯川れいこさんなどが訴え
たほか、立憲民主、国民民主、共産、社民、
「沖縄の風」の代表が手をつないで、安倍政
権による９条改憲阻止をアピールしました。

５月３日　東京・有明

５・３憲法集会 ６万5000人が集まり
４野党１会派の代表も訴え

　５月６日、2019年原水爆禁止国民平和大行
進が広島と長崎をめざして出発しました。東
京－広島コースは夢の島公園からスタート
（写真）して、７日には神奈川の組合員に引
き継ぎました。北海道－東京コースも含め
て、福祉保育労の組合員が参加し、核兵器を
なくそうとアピールして歩きました。

５月６日　東京都内

「核兵器をなくそう！」と
国民平和大行進出発

　４月28日に第２回全国闘争委員会が開催さ
れ、地方組織の闘争委員と代理の21人と執行
部あわせて41人が出席。「3.14ストを含む全
国いっせい行動」を山場とした春闘前半と、
３年間のストを含むとりくみの総括にむけた
論議をおこないました。地方の出席者全員か
ら多彩な行動や感想の特徴、課題などが語ら
れたほか、「国民春闘に結集できるようにな
ったことは大事」「３年間で着実に前進して
きている」などの感想が寄せられました。次
期の運動方針案に反映させていきます。

４月28日　東京都内

春闘総括論議を深めた
第２回全国闘争委員会

　出雲市内のホテルを会場に参加者50人で開
催されました。開会あいさつの後、中央本部
の西浦副委員長が「労働組合ってなんだ」を
テーマに講演。春闘要求アンケート結果で島
根が全国平均より３万5000円も低い実態も紹
介され、処遇改善のとりくみの大切さを再認
識しました。クイズ形式で、年休や超勤など
にかかわる問題を参加者に答えてもらい理解
を深めました。組合の大切さを学ぶ機会にな
りました。食事をしながら、分会の活動紹介
や寸劇、クイズなどで楽しく交流しました。

５月25日　出雲市内

クイズで学んで交流！
島根支部「なかまのつどい」

案・タミヤ　画・ニムラ
131
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メーデー
の起源は

メーデー
の起源は

８時間労
働の

８時間労
働の

要求なん
じゃ

要求なん
じゃ

本当
の

本当
の

働き
方改
革を

働き
方改
革を

求め
るの
サ

求め
るの
サ

　

組
合
の
組
織
率
は
年
々

減
少
し
、
２
０
１
８
年
に

は
17
％
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
存
在
そ
の
も
の

が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
保
育
労
へ
の
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
労
働
相
談

が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が

そ
の
必
要
性
を
裏
づ
け
て

い
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
や
残

業
代
未
払
い
な
ど
の
相
談

の
他
に
、「
辞
め
た
い
」
と

訴
え
る
労
働
者
も
多
く
、

相
談
件
数
は
昨
年
度
の
約

２
倍
に
。
ま
た
、
切
実
な

相
談
が
１
日
に
数
件
寄
せ

ら
れ
る
日
も
あ
り
ま
す
。

　

「
園
長
に
反
論
す
る
た

め
に
組
合
を
作
り
た
い
」

「
組
合
に
入
り
た
い
の
で

組
合
費
を
知
り
た
い
」「
加

入
を
検
討
し
た
い
の
で
資

料
を
送
っ
て
ほ
し
い
」
な

ど
、
組
合
結
成
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
ケ
ー
ス

が
全
体
の
２
割
あ
る
こ
と

も
最
近
の
特
徴
で
す
。

今
、
福
祉
保
育
労
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
広
島
の
障
害
者

施
設
で
、「
法
人
の
運
営

体
制
に
問
題
が
あ
り
、
保

護
者
も
職
員
も
困
っ
て
い

る
。
施
設
に
意
見
を
言
っ

た
ら
自
宅
待
機
処
分
を
受

け
た
」
と
の
電
話
か
ら
、

５
月
に
は
18
人
で
分
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
東
京
の
認
証
保
育
所

の
職
員
は
「
職
員
体
制
や

配
置
が
監
査
の
時
と
違
う

こ
と
を
区
に
訴
え
て
も
取

り
あ
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
」
と
、
私
た
ち
に
具
体

的
な
援
助
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

新
し
い
年
度
に
な
っ

て
、
職
場
に
入
っ
て
き
た

職
員
に
組
合
へ
の
加
入
を

勧
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
圧
倒
的
に
多
い

組
合
の
な
い
職
場
へ
の
働

き
か
け
が
と
り
わ
け
大
切

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

福
祉
や
保
育
に
対
す
る

国
や
自
治
体
の
制
度
が
不

十
分
で
、
営
利
目
的
の
企

業
参
入
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
で
、
一
番
の
犠
牲

者
で
あ
る
福
祉
労
働
者
に

し
わ
寄
せ
が
き
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
、
障
害
児
者
、
高

齢
者
へ
の
権
利
侵
害
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
が
な
い
職
場
の
労

働
者
の
声
や
つ
ぶ
や
き
に

私
た
ち
が
耳
を
傾
け
、
組

合
へ
の
加
入
を
よ
び
か
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

増
え
る
労
働
相
談　

高
ま
る
福
祉
保
育
労
へ
の
期
待

組
合
の
な
い
職
場
の
労
働
者
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う

６月
●15日（土）　保育部会学習交流集会（高知）
 ～16日（日）
●22日（土）　高齢種別全国交流集会（京都）
 ～23日（日）
　　　　　　社協・事業団全国学習交流集会
 （岩手）
●30日（日）　第23回社会福祉研究交流集会
 （東京）

８月
●18日（日）　救護施設分会交流会 （東京）

９月
●14日（土）　第35回定期全国大会予定（東京）
 ～15日（日）

☆彡「福祉のなかま」2019年７・８
月号（333号）は、第23回社会福祉
研究交流集会の報告特集号で、通常
より半月遅れの７月20日の発行予定
です。例年通り、８月の発行はあり
ません。

　

道
内
30
の
自
治
体
で
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
集
会

・
パ
レ
ー
ド
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
北
海
道
地
本
は
７

カ
所
の
会
場
に
組
合
員
が
集

ま
り
ま
し
た
。
一
番
参
加
が

多
い
札
幌
の
会
場
で
は
、
福

志
朗
先
生
シ
ー
ル
を
身
に
つ

け
て
要
求
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
参
加
。
初
め
て
お
こ
な

わ
れ
た
コ
ス
プ
レ
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
介
護
現
場
の
調
理

員
が
作
業
着
で
「
Ｎ
Ｏ
残

業
！
」「
給
料
あ
げ
ろ
！
」

と
書
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
・
さ
く
ら
ん
ぼ
・

第
二
さ
く
ら
保
育
園
分
会

は
、
深
谷
市
内
の
公
園
で
お

こ
な
わ
れ
た
深
谷
寄よ

り

居い

地
域

メ
ー
デ
ー
に
家
族
連
れ
で
参

加
し
ま
し
た
。
プ
ラ
カ
ー
ド

コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
、
さ
く

ら
班
は
「
♪
石
か
ら
う
ま
れ

た
孫
悟
空
♪
」
の
替
え
歌

「
♪
望
ま
ず
う
ま
れ
た
安
倍

政
権
♪
」
を
歌
い
な
が
ら
、

「
待
機
児
童
を
な
く
せ
！
」

「
保
育
制
度
を
良
く
し

ろ
！
」「
原
発
反
対
！
」
な

ど
と
、
プ
ラ
カ
ー
ド
で
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
班
は
「
チ
ポ

　

松
江
市
の
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
島
根
県
中
央
メ
ー

デ
ー
に
は
松
江
部
の
３
人
の

分
会
長
が
登
壇
し
、
今
年
は

各
保
育
園
の
処
遇
改
善
加
算

の
実
態
を
語
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
内
で
は
、
10
カ
所

で
メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
催
さ

れ
、
神
戸
で
の
県
中
央
メ
ー

デ
ー
に
は
全
体
で
１
５
０
０

　

仙
台
で
は
朝
方
に
雨
が
降

り
な
が
ら
も
、
メ
ー
デ
ー
の

始
ま
り
と
と
も
に
快
晴
と
な

り
ま
し
た
。
宮
城
で
は
東
日

本
大
震
災
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
重
要
性
を
知
っ
た
は
ず
な

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
道

の
民
営
化
が
す
す
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
て
、
多
く
の
参

加
者
か
ら
も
怒
り
と
不
安
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
の
「
１
分
間
ス
ピ
ー

チ
」
で
、
宮
城
支
部
は
人
材

不
足
の
問
題
な
ど
を
発
言
し

て
い
ま
す
。今
年
は「
保
育
・

幼
児
教
育
の
無
償
化
」
に
伴

　

毎
年
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
賞
金
を
総
な
め
に
し
て
い

る
北
海
道
地
本
は
、
ど
の
地

域
で
も
大
注
目
さ
れ
、
今
年

は
岩
見
沢
会
場
で
「
子
ど
も

の
日
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
要
求
を

貼
り
つ
け
た
本
物
の
鯉
の
ぼ

り
が
登
場
！　

函
館
会
場
で

は
函
館
つ
く
し
の
子
分
会
が

「
竜
神
様
！
私
た
ち
の
願
い

を
か
な
え
て
く
だ
さ
い
！
」

と
、
竜
の
子
太
郎
の
人
形
劇

の
た
め
に
作
っ
た
竜
と
、
賃

上
げ
や
保
育
士
増
員
の
要
求

を
掲
げ
て
元
気
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

リ
ー
ノ
の
冒
険
」
を
も
と
に

し
た
寸
劇
で
、
安
倍
政
権
を

レ
モ
ン
大
公
に
見
立
て
て
、

乱
暴
な
福
祉
政
策
を
風
刺
。

「
守
ろ
う
９
条
」「
公
的
保

育
の
拡
充
」「
最
低
基
準
の

引
き
上
げ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

　

第
二
さ
く
ら
班
は
朝
鮮
舞

踊
を
踊
り
な
が
ら
、「
保
育
士

の
給
料
上
げ
ろ
！
」「
保
育
士

だ
っ
て
ガ
マ
ン
で
き
な
い
！

休
み
が
ほ
し
い
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。
各
班
の
ア
ピ

ー
ル
に
、
爆
笑
と
盛
大
な
拍

手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

「
保
育
士
が
不
足
し
て
い

る
。
書
類
書
き
は
時
間
外
が

多
く
、
休
み
も
な
か
な
か
と

れ
ず
、
疲
れ
は
た
ま
る
ば
か

り
。
今
の
職
員
配
置
基
準
で

は
、
災
害
時
の
子
ど
も
た
ち

の
安
全
確
保
に
も
不
安
が
残

る
。
人
員
増
を
」（
こ
ば
と

分
会
）、「
保
育
士
は
最
低
賃

金
に
近
い
ケ
ー
ス
も
ざ
ら
に

あ
る
。
介
護
職
と
並
ん
で
低

賃
金
・
重
労
働
で
、
社
会
貢

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
予
報

に
反
し
て
雨
中
の
メ
ー
デ
ー

と
な
り
、
用
意
し
た
ノ
ボ
リ

や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
最
小

っ
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

課
題
が
現
場
に
あ
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。
副
食
費
の
徴

収
や
０
〜
２
歳
児
は
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
み
が
対
象
と

な
る
な
ど
、
言
葉
だ
け
が
先

行
す
る「
無
償
化
」の
事
実
に

つ
い
て
、
初
め
て
知
る
人
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。「
新

し
い
時
代
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
、
保
護
者
、
保
育
士
、

誰
も
が
安
心
で
き
る
保
育
環

境
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
」

と
の
厚
生
福
祉
会
保
育
園
分

会
長
の
声
に
、
大
き
な
拍
手

が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。 函館つくしの子分会「竜神様！私たちの願いをかなえて！」「無償化」の実際や労働環境改善をアピール

専門性を生かした寸劇でアピール

中央メーデー（東京・代々木公園）で掲げられたスローガン

雨のなかで集会を支えて

松江の保育３分会が矛盾と改善の必要性を訴えました

北海道地本

賃
上
げ
や
増
員
を
掲
げ
て

賃
上
げ
や
増
員
を
掲
げ
て

元
気
に
ア
ピ
ー
ル

元
気
に
ア
ピ
ー
ル

埼玉県本部

プ
ラ
カ
ー
ド
、替
え
歌
、寸
劇

プ
ラ
カ
ー
ド
、替
え
歌
、寸
劇

踊
り
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル

踊
り
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル

島根支部

処
遇
改
善
加
算
の
矛
盾
や

処
遇
改
善
加
算
の
矛
盾
や

改
善
の
必
要
性
を
訴
え

改
善
の
必
要
性
を
訴
え

兵庫地本

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ

集
会
の
裏
方
で
も
大
活
躍

集
会
の
裏
方
で
も
大
活
躍

宮城支部

ス
ピ
ー
チ
で

ス
ピ
ー
チ
で

「
無
償
化
」の
実
際
を

「
無
償
化
」の
実
際
を

知
っ
た
参
加
者
も

知
っ
た
参
加
者
も

メーデー集会メーデー集会
　５月１日、第90回メーデーが全国294カ所で開催
され、15万人以上が参加しました。福祉保育労の組
合員も、アピールグッズを身につけたり、掲げたり
して、大幅な職員の増員や賃金の引き上げなどを求
め、集会やデモ行進をおこないました。５つの地域
のメーデーの模様を報告します。

献
度
の
高
い
仕
事
。
国
の
積

極
的
な
施
策
が
必
要
」（
わ

か
た
け
分
会
）、「
処
遇
改
善

加
算
は
大
き
な
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
園
長
、
主
任
以
外

に
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
を
義
務

づ
け
、
リ
ー
ダ
ー
は
年
間
何

日
も
の
研
修
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
格
差
を
つ
け

ら
れ
、
日
々
の
体
制
に
苦
慮

し
な
が
ら
、
こ
れ
が
本
当
の

処
遇
改
善
に
な
っ
て
い
る
の

か
矛
盾
を
感
じ
る
」
な
ど
と

切
実
な
実
態
を
語
り
、
矛
盾

と
改
善
の
必
要
性
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

限
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
福
祉
保
育
労
も
例
年
に

比
べ
て
参
加
者
が
少
な
い
な

か
で
も
、
集
会
で
は
兵
庫
地

本
の
田
中
書
記
長
が
議
長
を

務
め
た
の
を
は
じ
め
、
宣
伝

カ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
保

安
要
員
、
設
営
撤
収
係
な
ど

の
要
員
の
役
割
も
果
た
し
、

裏
方
で
支
え
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
は
、

ピ
チ
ピ
チ
・
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ

・
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
と
弾
む
よ

う
に
行
進
し
つ
つ
も
、「
天
気

が
悪
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

沿
道
の
反
応
は
イ
マ
イ
チ
」

と
残
念
な
表
情
も
。
そ
れ
で

も
、
点
在
組
合
員
の
分
会
＝

ポ
イ
ン
ト
ユ
ニ
オ
ン
神
戸
の

仲
間
は
、
メ
ー
デ
ー
後
に
職

場
会
＆
懇
親
会
を
開
い
て
、

「
こ
ん
な
日
も
あ
る
よ
」と
気

を
取
り
直
し
て
、
職
場
を
こ

え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

要　求要　求
かかげかかげ



④福祉のなかま

Myメッセージ

伝えたい！

Myメッセージ

力
伝えたえい
組合の

チカラ

第332号 2019年６月号

　福祉保育労の「ワンコイン共済」は、医師の指示で入院（日帰り入院も）や５日以上の
休業をした場合、有給休暇でも給付対象で、１日目から保障されます。医師の指示での精
密検査入院も給付の対象です。
　また、交通事故でのケガの場合は、医師の指示での通院（事故の日から180日目まで）
も対象となります。
　さらに、10年間、病気もケガもなく働くことができた方には、「健康給付」１万円が給
付されます。
　医療共済や交通災害共済をプラスすれば、さらに手厚い給付に!!　継続手続きのこの時
期に加入内容の見直しを検討してみてください。
　組合未加入のみなさんには組合加入とあわせてよびかけ、新入組合員のみなさんも、こ
の機会に「ワンコイン共済」に加入して健康対策をしましょう。

　「ワンコイン共済」と医療共済は「インフルエンザ
で仕事をお休みしても保障されるからお得だよー」と
言われて、ほんの少しの額ですが加入していました。
　願っていた赤ちゃんを授かりましたが、初期に少し
無理をしたせいで切迫流産と診断され、１週間休業し
て自宅安静に。
　無事に女の子を出産しましたが、妊娠中も出産も必
ず何かのトラブルがあるもので、あ
らためて、産まれることはキセキだ
なあと感じます。休業中は年休で対
応できたものの（無給ではなかっ
た）、休業中の保障も、思っていた
よりたくさん給付され、手続きも簡
単（医師の診断書はコピー可）で、
加入してよかったなーと思います。

　

栗
東
市
の
こ
だ
ま
保
育
園

で
10
年
働
く
な
か
で
、
不
正

会
計
は
許
せ
な
い
と
県
に
内

部
告
発
し
是
正
を
求
め
た
こ

と
で
、
法
人
は
２
年
前
に
解

雇
通
告
を
し
て
き
ま
し
た
。

組
合
が
よ
び
か
け
て
「
こ
だ

ま
保
育
園
の
不
当
解
雇
を
撤

回
さ
せ
、
加
藤
さ
ん
職
場
復

帰
を
目
指
す
会
（
Ｋ
Ｈ
Ｔ
）」

を
つ
く
り
、
支
援
活
動
が
展

開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
津
地
裁
で

は
、
17
年
７
月
に
仮
処
分
の

勝
利
判
決
を
、
18
年
11
月
に

は
解
雇
無
効
の
勝
利
判
決
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
法
人
側
は
か
た
く
な
に

復
帰
を
認
め
ず
、
大
阪
高
裁

で
職
場
復
帰
と
精
神
的
な
苦

痛
に
よ
る
慰
謝
料
を
求
め
て

た
た
か
っ
て
い
ま
す
。

　

「
不
当
解
雇
に
あ
い
、
す

ぐ
に
組
合
に
入
っ
て
団
体
交

渉
、
裁
判
へ
と
進
み
ま
し
た

が
、
要
所
で
組
合
に
は
資
金

面
か
ら
支
え
る
会
の
組
織
作

り
ま
で
支
え
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
」
と
語
り
ま
す
。
ま

た
、「
裁
判
の
勝
利
と
職
場

復
帰
を
信
じ
て
い
ま
す
が
、

も
う
３
年
目
に
入
っ
て
い
ま

す
。
組
合
の
力
で
早
期
解
決

を
」
と
力
強
く
訴
え
ま
す
。

　

施
設
の
た
め
を
思
っ
て
勇

気
を
ふ
る
っ
た
行
為
を
敵
視

し
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
経

営
の
も
と
で
は
、
良
い
福
祉

は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。
全
国

の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
よ
び

か
け
ま
す
。【
構
成
：
編
集
部
】

不正の告発のあとに不当解雇
みんなの支えを力に職場復帰を必ず

【
ひ
と
こ
と
】

小
学
校
の
卒
業
式
は
感
動

も
の
。
学
童
も
運
営
し
て

い
る
社
会
福
祉
法
人
な
の

で
、
乳
幼
児
期
か
ら
小
学

校
卒
業
近
く
ま
で
見
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

滋賀支部　個人加盟

加藤　佳孝さん

みんなで「ワンコイン共済」に加入しよう!!

⎛ ⎞
⎝ ⎠
京都地本・朱い実分会
 清水　絵美さん

入ってて入ってて

　 良か
った!!

　 良か
った!!

【
解
き
方
】
二
重
ワ
ク
の
文
字

を
、
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
は
な
に
？

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

①
ク
シ
ャ
ミ
を
誘
う
香
辛
料

④
人
の
手
を
加
え
る
こ
と

⑦
沖
縄
に
生
息
す
る
毒
ヘ
ビ

⑧ 

リ
ン
ゴ
の
落
下
で
大
発
見
を

し
た
人

⑩
英
語
で
は
チ
ェ
ー
ン

⑫
北
極
・
南
極
は
90
度 

⑬ 

太
陽
の
周
り
の
８
個
の
大
き

な
天
体

⑮ 

寒
さ
で
農
作
物
が
被
害
を
受

け
る
…
害

⑯
転
ば
ぬ
先
の
…
。

⑰ 

声
を
あ
げ
て
ほ
め
る
こ
と
。

拍
手
…

⑲ 

「
食
べ
て
す
ぐ
寝
る
と
牛
に

な
る
」
な
ど
は
…

㉑
お
金
の
古
風
な
言
い
方

㉓
ア
ウ
ト
ド
ア
↑
↓

㉕
泥
棒
の
始
ま
り
。

㉖ 

有
名
な
品
種
に
「
あ
ま
お

う
」、「
と
よ
の
か
」

㉗
「
動
物
記
」
を
書
い
た
人

■
タ
テ
の
カ
ギ

① 

岩
手
県
久
慈
市
な
ど
が
産
地

の
宝
石

②
新
１
万
円
札
の
顔

③
軍
艦
巻
き
の
定
番
ネ
タ

④
会
員
…
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
…
。

⑤
京
都
、
奈
良
、
鎌
倉
な
ど

⑥ 

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
交
響
曲
第

５
番

⑨
…
無
二
。

⑪
…
の
孤
島
。

⑭
野
球
で
は
二
塁

⑮ 

新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
写
真
や

文
字
を
配
置
す
る
こ
と

⑯
伸
び
た
ら
切
り
ま
し
ょ
う

⑱
流
れ
に
…
さ
す

⑳ 

「
…
・
流
行
語
大
賞
」

㉒
祖
先
↑
↓

㉔ 

こ
れ
が
早
い
人
は
陸
上
選
手

に
。

３
３
０
号
（
２
０
１
９
年
４
月

号
）
の
答
え
と
当
選
者

　

３
３
０
号
の
答
え
は
、「
ア
ゲ

ハ
チ
ョ
ウ
」で
し
た
。応
募
は
20

人
で
、
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

西
畑　

亜
津
紀
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

山
下　

世
奈
さ
ん

（
東
海
地
本
・
田
代
保
育
園
分
会
）

小
林　

萌
子
さ
ん

（
京
都
地
本
・
く
り
く
ま
保
育
園
分
会
）

森
下　

友
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
め
だ
か
保
育
園
分
会
）

伊
藤　

洋
子
さ
ん

（
大
阪
地
本
・
さ
つ
き
福
祉
会
分
会
）

　答えと「福祉のなかま」の気になった記事の感
想、近況などを必ず添えて、ハガキかＦＡＸ、メ
ールで送付ください（地方組織・分会、氏名、住
所明記）。紙面やホームページ等に掲載させてい
ただくことがありますので、ご了承ください。
締切▶７月15日
発表▶2019年９月号
賞品▶正解者の中から５人の方に
　　　図書カード（1000円）進呈
宛先▶「福祉のなかま」編集部

ワンコイン共済

組合歴１年の組合員の
たくましい思いが私のパワーに
東海地本・田代保育園分会　石黒　まどかさん

　組合加入をよびかけている４月号１面で、
同じ東海地本のけやきの木分会・遠藤さんの
「ずっと働きつづけたいから」を読んで、組
合歴１年なのにたくましく、私もパワーをも
らいました。組合で得た知識でさまざまなこ
とを考えさせられ、今の自分のやりがいにつ
ながっています。「できること」を私もがん
ばります。

子育てしながら
キャリアアップはするな？

京都地本・蜂ヶ岡分会　溝上　歩さん
　キャリアアップ研修を受けるのは勉強にな
るのですが、日程が土日や夜など働きながら
子育てする身には厳しいものばかり。決めら
れた時間数を受講しなければ手当は支給され
ないわけですが、こんなに行きにくい日程ば
かり組まれると、まるで子持ちはキャリアア
ップをするなと言われているようで、悲しく
なります。

国や自治体に
働きかける大切さを伝えたい
大阪地本・めだか保育園分会　森下　友子さん

　「３.14ストを含む全国いっせい行動」の
特集記事で各地のとりくみを見て、みなさん
いろんな行動をしているのだなとわかりまし
た。福祉の現場は職場だけで解決できること
が限られているので、もっと国や自治体に働
きかけていく大切さを職員にもっと伝えてい
かなければいけないなと思いました。

紙面を読んで

スト権行使、できる職場とできない職場
大阪地本・穂積福祉会分会　馬場　順子さん

　スト権の行使には賛成しますが、いざ自分
たちのことになると「そんなん無理」といつ
も見送ってしまいます。４月号で各地のスト
権行使の記事を読んで、「立場や状況はそん
なに違わないのに、なんでできるんかな」
「自分たちとどこが違うんかな」と考えさせ
られます。

「ワンコイン共済」加入のみなさまへ
　継続手続き（2019年７月以降分）のご案内
をご自宅宛に送りました。内容に変更のある
場合は６月15日までに返送してください。返
送がない場合は、継続加入申込書に記載され
ている内容で自動継続となります。

分会共済担当者のみなさまへ
　2019年度「分会慶弔共済」の継続手続きの
ご案内を分会宛にお送りしました。「分会慶
弔共済」は、必ず次の２つの手続きが必要で
す。（締切は６月15日）
①「分会慶弔共済申込書・登録者名簿」の提出
②掛金の送金
　手続きが遅れると、新規登録者の共済登録
歴が短くなり、退職餞別金の給付額に影響が
出る可能性もあります。締切日までに手続き
をお願いします。

新
し
い

共
済
期
間
が
は
じ
ま
り
ま
す

７月１日
から

インフルエンザにも
妊娠中や出産時の
トラブルにも備えて！

答
え

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

応 募 方 法


